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あ
な
た
の
街
、団
体
、グ
ル
ー
プ

の
催
し
情
報
、ポ
ス
タ
ー
、は
が
き

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。あ
て
先
は
、

〒
３
３
１
―
８
６
８
６
　
さ
い
た

ま
市
北
区
吉
野
町
２
の
２
８
２
の

３
　
本
社
編
集
局（

０
４  

   

 
        

        
８
・

                 ６

５
３
・
９
０
４
０
）「
ま
ち
・
ひ
と
・

で
あ
い
」係
で
す
。

　
◆
初
夏
の
山
野
草
展
（
川
口
）

　

、

日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー
樹
里
安

（
ジ
ュ
リ
ア
ン
）。山
野
草
、
シ
ダ

類
、
植
木
鉢
な
ど
の
展
示
、販
売
。

　
問
い
合
わ
せ
は
川
口
緑
化
セ
ン

タ
ー
樹
里
安
（
☎
０
４
８
・
２
９

６
・
４
０
２
１
）
へ
。

　
◆
講
演
会
「
日
本
で
暮
ら
す
外

国
人
〜
共
に
生
き
る
社
会
と
は

〜
」（
越
谷
）　
７
月
４
日
午
後
２
時

〜
同
４
時
（
開
場
は
同
１
時
半
）
、

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
５
階
。
事

前
申
し
込
み
、無
料
。当
日
参
加
も

可
能
。
国
士
舘
大
学
文
学
部
教
授

の
鈴
木
江
理
子
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
共
生
の
在
り
方
を
考
え
る
講

演
会
。

　
参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
越
谷
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
☎

０
４
８
・
９
６
２
・
８
０
５
２
＝

月
、
水
、
金
曜
午
前

時
〜
午
後

３
時
）
。

　
◆
は
じ
め
て
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
　
将

来
に
向
け
て
知
っ
て
お
き
た
い
お

金
の
話
（
上
尾
）
　
７
月
８
日
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
、
原
市
公
民

館
。
預
金
と
投
資
の
違
い
か
ら
リ

ス
ク
を
抑
え
る
た
め
の
考
え
方
、

少
額
投
資
非
課
税
制
度
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
）
を
活
用
し
た
資
産
形
成
に
つ

い
て
学
ぶ
。
対
象
は
市
内
在
住
、

在
勤
者
。
定
員

人（
抽
選
）。
参

加
無
料
。
申
し
込
み
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
メ
ー
ル
（s72330

0
@

city
.ageo.lg.jp

）
で
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
公
民
館
（
☎

０
４
８
・
７
２
１
・
４
９
４
８
）。

　
◆
敦
賀
・
若
狭
フ
ェ
ア
（
大
宮

区
）
　

日
ま
で
開
催
。
午
前

時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午
後

６
時
ま
で
）
。
ま
る
ま
る
ひ
が
し

に
ほ
ん
。旬
の
福
井
梅
を
は
じ
め
、

今
話
題
の
サ
バ
缶
な
ど
、
敦
賀
・

若
狭
エ
リ
ア
が
誇
る
こ
だ
わ
り
の

特
産
品
を
販
売
。
週
末
は
「
振
る

舞
い
」
企
画
の
開
催
や
ご
当
地
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
市
経
済
政
策
課

（
☎
０
４
８
・
８
２
９
・
１
４
０
１
）。

　
◆
水
の
流
れ
る
段
床（
浦
和
区
）

　

日
〜
９
月

日
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
土
、
日
、
祝
日
を

含
む
、
荒
天
時
な
ど
は
中
止
）
、

さ
い
た
ま
市
役
所
本
庁
舎
東
側
広

場
。暑
い
夏
に
段
床
に
水
を
流
し
、

市
民
ら
に
涼
し
さ
を
提
供
す
る
。

入
水
は
未
就
学
児
限
定
。

　
問
い
合
わ
せ
は
市
庁
舎
管
理
課

（
☎
０
４
８
・
８
２
９
・
１
１
７
３
）。

　
◆
第

回
春
日
部
市
民
県
展
入

選
作
品
展（
春
日
部
）　

日
〜
７

月
５
日
、粕
壁
市
民
セ
ン
タ
ー（
中

央
公
民
館
）
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

第

回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
入
選

作
品
、
入
賞
作
品
な
ど
を
展
示
。

ジ
ャ
ン
ル
は
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、工
芸
、書
、写
真
の
全
６
部
門
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８
・
７
５
２
・
３
０
８
０
）。
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◆
思
い
出
ソ
ン
グ
で
元
気
あ
っ

ぷ
体
操
（
伊
奈
）
　
７
月
１
日
午

後
１
時
半
〜
同
２
時
半
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
。
対
象
は

歳
以
上
の
利
用
カ
ー
ド
持
参
者

（
伊
奈
町
、蓮
田
市
在
住
者
な
ら
即

発
行
）。飲
み
物
持
参
。参
加
無
料
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８
・
７
２
２
・
９
１
１
１
）。

　
◆
Ｌ
ｅ
ｔ‚
ｓ
ト
ラ
イ
　
ナ
イ

ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
桶
川
）
　
７

月
９
日
午
後
６
時
半
、
道
の
駅
べ

に
花
の
郷
お
け
が
わ
内
中
央
「
Ｏ

Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
ロ
ゴ
オ
ブ
ジ
ェ

前
集
合
。
解
散
は
午
後
９
時
ご
ろ

の
予
定
。
北
本
自
然
観
察
公
園
で

ホ
タ
ル
観
察
を
行
い
、
道
の
駅
べ

に
花
の
郷
お
け
が
わ
に
戻
る
。
対

象
は
市
民
。参
加
費
１
０
０
円（
保

険
代
）
。
定
員

人
（
先
着
順
）。

飲
み
物
、
懐
中
電
灯
、
雨
具
を
持

参
し
、
歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き

慣
れ
た
靴
で
。
雨
天
中
止
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
７

月
１
日
ま
で
に
市
健
康
増
進
課

（
☎
０
４
８
・
７
８
６
・
１
８
５

５
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　さいたま市の高校生が自治体の持続可能な開発目標

（ＳＤＧｓ）の取り組みを評価する「さいたまＳＤＧｓ

　Ｙｏｕｔｈプロジェクト」が始動し、 日に第１回の

ワークショップが大宮区内で開催された。ＳＤＧｓの

達成期限（2030年）が迫る中、ポストＳＤＧｓを見据

え、若い世代の率直な意見や新しい発想を取り入れる

ことが狙いだ。 （金森有紀）

委嘱状を手に意気込む高校生たち。前列中央は清水勇人市長と
竹居秀子教育長＝ 日、さいたま市大宮区の大宮区役所

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
釣
り
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち

＝
川
口
市
立
科
学
館
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１
年
の
折
り
返
し
に
半
年
間
の
け
が
れ
を
は

ら
い
、残
り
半
年
の
無
病
息
災
を
願
っ
て
茅（
ち
）

の
輪
を
く
ぐ
る
伝
統
行
事「
夏
越（
な
ご
し
）の

大
祓（
は
ら
）い
」に
合
わ
せ
、白
岡
市
白
岡
の
白

岡
八
幡
神
社
は

日
ま
で
、
通
常
の
茅
の
輪
に

加
え
て
ハ
ー
ト
形
の
茅
の
輪
を
設
置
し
て
い
る
。

　
ハ
ー
ト
形
の
茅
の
輪
は
幅
約
３
㍍
、
高
さ
約

２
・
３
㍍
で
、
鳥
居
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
若
者
に
神
社
を
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
数
年

前
に
始
め
、交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）映
え
す
る

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
大
祓
式
が

行
わ
れ
る

日
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
も
出

店
し
、
大
勢
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　
同
神
社
は
「
今
年
は
ハ
ー
ト
の
形
を
よ
り
忠

実
に
表
現
す
る
た
め
、
茅
野
の
輪
の
芯
材
を
新

調
し
た
の
で
、
大
勢
の
方
に
く
ぐ
っ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
神
社
（
☎
０
４
８
０
・

４
８
・
５
１
１
８
）
へ
。

（
橋
本
浩
佑
）

鳥居にくくりつけられたハート形の茅の輪＝白岡市白岡の白岡八幡神社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
者
の
心
の
色
に
寄
り
添
い
た
い
と

話
す
清
水
聡
さ
ん
（
提
供
）

　
川
口
市
上
青
木
の
同
市
立
科
学

館
で
特
別
展
「
わ
れ
ら
、
ガ
イ
ラ

イ
界
隈
。
〜
と
っ
て
も
身
近
な
外

来
生
物
の
セ
カ
イ
。
〜
」
が
開
か

れ
て
い
る
。
外
来
生
物
を
取
り
巻

く
現
状
を
紹
介
し
、
自
然
再
興
の

実
現
に
向
け
て
自
ら
と
自
然
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
外
来
の
植

物
や
動
物
の
生
体
、
写
真
な
ど
約

２
５
０
点
を
展
示
し
て
い
る
。
７

月

日
ま
で
。

　
同
展
で
は
、
公
園
、
道
、
川
、

家
、
店
舗
と
い
っ
た
生
活
の
各

シ
ー
ン
ご
と
に
分
け
、
そ
の
場

で
見
か
け
る
こ
と
の
あ
る
植
物

や
虫
、
魚
な
ど
を
実
物
と
写
真
、

パ
ネ
ル
で
紹
介
。
川
口
市
内
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
ア
メ
リ
カ

ザ
リ
ガ
ニ
や
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
、
ク

サ
ガ
メ
、
同
館
周
辺
で
生
え
て
い

る
雑
草
な
ど
が
品
種
ご
と
に
並

ぶ
。

　
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
釣
り
体

験
や
、
２
０
１
６
年
８
月
に
川
口

市
で
初
確
認
さ
れ
た
中
国
大
陸
原

産
の
大
型
の
セ
ミ
「
タ
ケ
オ
オ
ツ

ク
ツ
ク
」
の
収
録
さ
れ
た
鳴
き
声

を
聞
く
こ
と
も
で
き
る
。

　
荒
井
真
由
美
館
長
は
「
特
別
展

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で

新
た
な
発
見
が
あ
り
、
各
家
庭
で

話
題
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
私
た
ち
の
生
活
に
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
来
館
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　
入
場
料
は
一
般
３
０
０
円
、
小

中
学
生
１
５
０
円
、
未
就
学
児

無
料
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時

半
〜
午
後
５
時
（
入
場
は
同
４
時

半
）
ま
で
。
休
館
日
は
月
曜
日
と

日
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
館
（
☎
０

４
８
・
２
６
２
・
８
４
３
１
）へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
丹
羽
良
平
）

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
小
学
生
に
県
議
会
へ
の
関
心
や

選
挙
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
県
は
８
月

日
、
夏

休
み
親
子
参
加
イ
ベ
ン
ト
「
議
事

堂
見
学
会
と
投
票
体
験
」
を
開
催

す
る
。
参
加
は
無
料
。
７
月

日

ま
で
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県
議
会
議

事
堂
で
本
会
議
場
、
議
長
室
、
委

員
会
室
な
ど
を
見
学
。
選
挙
の
ミ

ニ
講
座
や
模
擬
投
票
体
験
も
行
わ

れ
、
仕
組
み
や
役
割
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　
対
象
は
県
内
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
で
、
定
員

は
午
前
と
午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ

組
。
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
む
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
議
会
事
務

局
政
策
調
査
課（
☎
０
４
８
・
８
３

０
・
６
２
５
７
）へ
。（
中
田
沙
羅
）

親
子
で
議
事
堂
見
学

県
が
参
加
者
を
募
集

来
月

日
ま
で

　
精
神
疾
患
や
認
知
症
な
ど
を
重

点
的
に
支
援
す
る
「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
心
の
色
」
が
６
月

か
ら
、
上
尾
市
を
拠
点
に
営
業

を
開
始
し
た
。
代
表
の
清
水
聡

さ
ん
は
「
精
神
科
に
特
化
し
た
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
だ

限
ら
れ
て
い
る
。
利
用
者
や
家
族

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
寄
り
添
う

支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
る
。

　
清
水
さ
ん
は
寄
居
町
出
身
。
こ

れ
ま
で
精
神
疾
患
に
特
化
し
た
訪

問
看
護
の
管
理
者
・
教
育
係
と
し

て
４
施
設
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ

た
経
験
を
持
つ
。
「
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
う
つ
病
を
は
じ
め
と
す
る
精

神
疾
患
が
増
加
す
る
一
方
、
地
域

の
受
け
皿
が
不
足
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
ま
た
訪
問
看
護
を
巡
る
不

適
切
な
ケ
ア
や
実
態
の
な
い
架
空

の
診
療
報
酬
請
求
と
い
っ
た
問
題

に
「
教
育
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず

気
付
か
ず
に
不
正
に
及
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
」
と
現
状
を

嘆
く
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
い
と

思
い
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
立
ち

上
げ
た
の
が
心
の
色
だ
。
「
精
神

疾
患
の
方
は
日
に
よ
っ
て
状
態
が

変
わ
る
。し
ぐ
さ
や
表
情
、部
屋
の

様
子
を
観
察
し
、
そ
の
時
々
に
応

じ
た
接
し
方
を
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
、利
用
者
に
伴
走
し

て
い
く
思
い
を
名
称
に
込
め
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
看
護
師
の

顔
写
真
と
名
前
を
公
開
し
、
安
心

し
て
問
い
合
わ
せ
で
き
る
環
境
を

整
え
た
。
「
上
尾
を
軸
に
、
人
口

の
多
い
さ
い
た
ま
市
を
は
じ
め
、

北
本
、
桶
川
、
伊
奈
な
ど
を
カ
バ

ー
し
た
い
」
と
展
望
を
抱
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
勤
務
経
験
か
ら
、

大
学
関
係
者
か
ら
講
演
依
頼
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
清
水
さ

ん
。「
つ
ら
い
経
験
も
あ
っ
た
が
、

仕
事
の
実
態
と
社
会
貢
献
的
な
側

面
を
伝
え
た
い
。
そ
し
て
信
頼
で

き
る
看
護
師
が
適
切
な
ケ
ア
を
提

供
し
、
地
域
全
体
の
安
心
に
つ
な

げ
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

（
倉
田
祐
介
）

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

さ
い
た
ま
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
状
況
を
分
析
・
評
価
し
、
成

果
や
課
題
を
ま
と
め
た
報
告
書

「
自
発
的
自
治
体
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｖ

Ｌ
Ｒ
）
」
を
作
成
す
る
。
Ｖ
Ｌ
Ｒ
へ

の
高
校
生
の
参
画
は
国
内
初
で
、

来
夏
ご
ろ
に
国
連
な
ど
の
国
際
舞

台
で
発
表
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

人
の
高
校
生
か
ら
応
募
が
あ

り
、
書
類
選
考
と
面
接
で
８
人
が

選
ば
れ
た
。
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
同
市
の
清
水
勇
人
市
長

か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
後
、

各
自
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
発
表
し
た
。

　
市
立
浦
和
高
校
の
斎
藤
里
咲
さ

ん（

）は「
つ
く
る
責
任
、つ
か
う

責
任
」を
挙
げ
、２
月
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

際
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。「
シ

ャ
ワ
ー
の
時
間
を
制
限
さ
れ
る
と

い
う
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
体
験

を
し
て
、
資
源
は
有
限
だ
と
気
付

か
さ
れ
た
」
。
分
別
や
節
水
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
よ
り
大

き
な
ス
ケ
ー
ル
で
活
動
し
て
み
た

い
と
参
加
を
決
め
た
と
い
う
。

　
生
徒
た
ち
は
今
後
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
文
献

調
査
な
ど
を
実
施
し
、
来
年
３
月

末
ま
で
に
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ

る
。
竹
居
秀
子
教
育
長
は
「
課
題

を
深
く
見
つ
め
、
諦
め
ず
に
考
え

抜
く
こ
と
」
と
「
学
び
を
価
値
あ

る
こ
と
と
し
て
社
会
に
示
す
こ

と
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、

「
日
常
の
視
点
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
仲
間
と
の
対
話
で
新
た
な
価

値
を
見
つ
け
て
」
と
期
待
し
た
。

　
市
立
大
宮
国
際
中
等
教
育
学
校

の
由
浅
結
依
菜
さ
ん（

）は「
同
じ

志
を
持
つ
人
と
関
わ
り
合
う
こ
と

で
、よ
り
多
く
の
人
に
影
響
を
与
え

ら
れ
る
。私
た
ち
の
視
点
で
さ
い
た

ま
市
を
考
え
て
い
き
た
い
。と
て
も

楽
し
み
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。


